










ほじめに 

トキソプラズマ(Tp)特異 IgM抗体を保有する急性感染妊婦より、先天性 Tp 障害児出産め可

能性があるとされるが、我が国においては、その実態は充分に解明されているとはいえな

い。その大きな原因として、今日まで充分に信頼しうる Tg IgM 抗体検出法が確立されてい

ないことがあげられる。そこで我々は、感度・特異性が極めて秀れ、しかも簡便な Tp IgM

酵素抗体法を新たに確立し、本法を用いて長崎市における妊婦の Tp 急性感染と、先天性

Tp 障害児の出生状況に関して研究を行った。 


